
☑

☐

☐

☑ 環境
☑

☐

☐

☑

☑

＜パートナーシップ＞

☑

☐

☐

☑

☐

☑

☐

☑

☑

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 株式会社プラチナ・コーポレーション

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

国内外から多様なお客様にご利用いただくホテルとして、地域に根差して地域の自然、観光資源および
食文化を保護し、次世代の人材育成にも取り組みながら、地球温暖化防止対策、パンデミック予防対策な
らびに自然災害対策を施し、健全で強靭性のある経営を実現することで、宿泊・飲食業としての社会的責
任を果たしていくことを目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

水害被害が甚大であった人吉を拠点とする企業として、行政機関、異業種同業種企業と連携し、事前防
災の観点に立つ新しい街づくりを推進させて、持続可能な街となるため、グローバルスタンダードの
SDGsを推進する観光地とするよう、従業員、取引先をも巻き込んで取り組みを加速させていく。

環境
地球環境保護の観点からアルミ缶入りの飲料水へ誘導で
きるような啓発活動

・自販機へ掲示
2023年　0台
→2026年　3台

社会

経済

雨庭の創出
・雨庭創出件数
2023年　０か所
→2026年　1か所

社会

経済

環境

年齢・性別・性的指向・国籍等によらない採用
・採用人数
2023年　2名
→2026年までに3名

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

環境

エコアメニティの採用
社内で提供するサービス品の脱プラスチック化

・より自然素材に近い
客室アメニティの種類
を増加させる。
・会議で提供するお茶
は１００％再生される
スクリューボトル缶を
採用する。
・テイクアウト弁当のレ
ジ袋有料化を継続す
る。
・木製アイスクリーム
スプーン、紙製スト
ロー使用を継続する。

2023年１００％社会

経済

環境

フードロスの削減

・お客様の年齢層、嗜
好を細かに把握し、食
べ切れる適量を提供
する。

2023年１００％社会

経済

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その
理由等も記載してください。

環境
年齢・性別・性的指向・国籍等によらず、実力に応
じた待遇、チャンスを付与

・外国籍の中途採用を
実施する。

2023年2名社会

経済


